
川崎市多摩消防署 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市多摩消防署長

は　じ　め　に

　　　消防は、災害から市民の生命・財産を守り、市民生活の安全を

　　確保するため、多岐にわたる業務に取り組んでおります。

　　　この「署勢概要」は、多摩消防署における火災の予防・警戒及

　　び鎮圧並びに救急・救助業務を行うための施設や人員等の現況を

　　　令和４年８月

　　表すとともに、令和３年中の諸活動の統計を収めたものです。

　　　今後の地域防災のための資料として御活用いただければ幸い

　　に存じます。
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１０月

昭和４４年 　４月
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　５月
１２月

昭和４６年 　４月
　５月
　９月
１０月
１１月

昭和４７年 　４月
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１２月
昭和４９年 　１月

　７月
　９月

１０月
昭和５０年 　２月

　４月
１２月

登戸、製紙工場の火災で１，４６８㎡を焼失した。

多 摩 消 防 署 の あ ゆ み

年　月 事　　　項
神奈川県川崎消防署を設置した。
神奈川県中原消防署を設置した。
中原消防署登戸出張所を設置した。
消防団令により、高津消防団を設置した。
消防組織法施行により、従来の官設消防を市に移管し、川崎市消防本部を設置
（川崎、中原署）した。
中原消防署登戸出張所を移転改築した。

稲田消防団が発足した。（定員２４８人、３分団：稲田、生田、柿生）

登戸、料理店の火災で１，４５２㎡を焼失した。
川崎市消防本部の名称を川崎市消防局に改称した。
菅、塗装工業所の火災で７７３㎡を焼失した。
中原消防署百合丘出張所を新築開設した。
中原消防署高津出張所を改築し、高津消防署に昇格、登戸、百合丘出張所は同署
所属とした。
高津消防署菅出張所を新築開設した。
登戸出張所に救急車を配置した。
高津消防署登戸出張所を改築し、稲田消防署に昇格した。
総員８３人、消防車９台、救急隊１隊、２出張所（百合丘、菅）を配置した。
初代署長に米谷 勝太郎氏が就任した。

登戸、繊維工場の火災で６０４㎡を焼失した。

初代団長に上原 幸次郎氏が就任した。
稲田防火協会が発足した。
初代稲田防火協会長に白井 鋼之助氏が就任した。
稲田消防研究会が発足した。（会員数３６事業所）
初代稲田消防研究会長に (株)松下電気東京研究所 大野 茂氏が就任した。
稲田消防署柿生出張所を新築開設した。
稲田消防研究会第二代会長に日本安全硝子(株) 遠藤 厚氏が就任した。
第二代署長に小野 實氏が就任した。
柿生出張所に救急車を配置した。
稲田消防研究会第三代会長に (株)電元社製作所 藤田 博氏が就任した。
稲田消防署宿河原出張所を新築開設した。

多摩川洪水（台風１６号）で床上浸水２１０戸、床下浸水１４２戸の被害を受け、

機構改革により署の次長制を廃し、庶務課、警防１課・２課の計３課８係に拡充した。
生田緑地の人工がけ崩れ実験中、大規模ながけ崩れが発生し、死者１５人、負傷者
１２人を生じた。
区制施行に伴い、「稲田消防署」を「多摩消防署」に、「稲田消防団」を「多摩消防団」
に名称変更した。
「稲田防火協会」を「多摩防火協会」に、「稲田消防研究会」を「多摩消防研究会」
に名称変更した。
多摩消防署に１８ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を配置した。
登戸、建具作業所併用住宅の火災で３１０㎡を焼失した。
第三代署長に古野 義則氏が就任した。
多摩消防署栗谷出張所を新築開設した。

東京側の堤防が損壊し、１９戸が流失した。
栗谷出張所に救急車を配置した。
高津消防団長尾班が多摩消防団長尾班に編入した。
多摩消防研究会第四代会長に玉川製紙(株) 吉澤 清氏が就任した。
救急隊を３部制とした。
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昭和５１年 　９月

昭和５２年 　５月
　６月
　８月

昭和５３年 　４月

１２月
昭和５４年 １２月
昭和５５年 　２月

　５月
昭和５６年 　４月

　５月
昭和５７年 　１月

　３月
　５月

昭和５８年 　２月
昭和５９年 　１月

　４月

　７月

昭和６０年 　７月

昭和６２年 　４月

昭和６３年 　４月
平成元年 　２月

　４月

平成２年 　４月

　５月
　６月
　７月

平成３年 　３月

　４月

　５月

多摩消防署に救助工作車を配置し、多摩特別救助隊が発足した。

年　月 事　　　項
９．９集中豪雨（台風１７号）により管内では、がけ崩れ９箇所、家屋流失２棟など
被害が続出した。
多摩消防署王禅寺出張所を新築開設した。
多摩防火協会第二代会長に遠藤 恭氏が就任した。
登戸、スナックの火災で１０㎡を焼失し、８人が負傷した。
機構改革により署の庶務課長は消防司令長に昇格、柿生出張所に消防司令補を
配置した。
菅、建具卸売センター併用住宅の火災で３４３㎡を焼失した。
宿河原出張所に救急車を配置した。（総員１９４人）

初代委員長に田代 千代子氏が就任した。

登戸新町、マンションの火災で住宅６７㎡を焼失し、死者１人、負傷者２人を生じた。
第四代署長に長島 忠治氏が就任した。
細山２丁目、一般住宅の火災で居室１８㎡を焼失し、死者４人を生じた。
布田、市立下布田小学校家庭科室床下よりプロパンガスが約６２１㎥漏えいした。
多摩消防署に２４ｍ級のはしご付消防ポンプ車を更新配置した。
生田２丁目、一般住宅の火災で１棟６６㎡が全焼し、死者２人を生じた。
第五代署長に伊東 勝美氏が就任した。
生田３丁目、市営住宅の火災で３０㎡を焼失し、死者１人、負傷者３人を生じた。
宿河原、栗谷出張所に消防司令補を配置した。
多摩消防研究会第五代会長に昭和エーテル(株) 野田 郁夫氏が就任した。
多摩地区婦人消防隊委員会が発足した。（委員数１３８人）

廃止した。

分区により麻生消防署が開設し、３出張所（王禅寺、百合丘、柿生）が移管され、
多摩消防署は３出張所（宿河原、菅、栗谷）に縮小、消防車両８台、救急車両２台
となった。
伊東署長が消防監に昇任した。
菅出張所に消防司令補を配置した。
栗谷出張所残留要員削減のため、施設を一部改装し合理化を図った。
多摩消防研究会第六代会長に高甚商事(株) 高橋 終一氏が就任した。
第六代署長に井上 榮氏が就任した。
多摩消防団が(財)日本消防協会から優良消防団として表彰旗を授与された。
機構改革により消防署庶務課長制を廃し、副署長及び予防課長制とし、庶務係、
予防係、保安係を予防課に統合し、警防第１課に救急係を新設、従来の機械係を

　３　多摩防火協会及び多摩消防団有志から「火災予防広告塔」

第七代署長に杉本 保氏が就任した。
多摩救急隊（本署１・２・３部救急隊）に消防司令補を配置した。
多摩地区幼年消防クラブが発足した。
多摩消防研究会第七代会長に(株)登戸石油 井上 準之輔氏が就任した。
菅出張所の改築工事の為、菅北浦４丁目１番５号の仮庁舎へ一時移転した。
枡形７丁目、川崎市立日本民家園内の国指定重要文化財「旧太田家」の火災で、
延べ面積７９㎡建物１棟が全焼した。
枡形２丁目６番１号に多摩消防署（本署）が移転し、新庁舎で業務を開始した。
新庁舎落成記念にあたり、次の物件の寄付を受けた。
　１　川崎多摩ロータリークラブから「トヨタハイエースワゴン」
　２　結城 天童画伯から日本画３０号「光る鳥海山」（協力団体 多摩消防研究会）

多摩地区少年消防クラブが発足した。

　４　川崎多摩ライオンズクラブ及び川崎生田ライオンズクラブから「ブロンズ裸婦像」
多摩消防署に３０ｍ級はしご付消防自動車（マギルス）を更新配置した。
栗谷救急隊（栗谷１・２・３部救急隊）に消防司令補を配置した。
菅出張所の改築工事が完了し、新庁舎で業務を開始した。
多摩地区少年消防クラブ運営委員会が発足した。
初代会長に新井 幸雄氏が就任した。
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平成３年 １０月
平成４年 　３月

　４月
　８月
　９月
１０月
１２月

平成５年 　４月

１１月

平成６年 　３月

　４月
１２月

平成７年 　１月
　２月
　３月
　４月

　７月
　９月
１１月

平成８年 　４月
１２月

平成９年 　３月

１１月
平成１０年 　２月

　４月

１１月

平成１１年 　４月

　６月
平成１２年 　２月

　４月
平成１３年 　４月

平成１４年 　２月
　３月

平成１５年 　３月

　４月

平成１６年 　３月

菅仙谷、一般住宅の火災で１棟全焼し、死者６人を生じた。

年　月 事　　　項
多摩消防署のポンプ積載車（乗車定員６人）を更新配置した。
多摩消防署の水槽付きポンプ自動車を更新した。（タンク容量２０００ℓ）
機構改革により各係長は消防司令に昇格、警備係に消防司令補を配置した。
生田１丁目、工場の火災で１棟４６５㎡が全焼した。
機構改革により、救急隊を３部制から２部制とした。
菅出張所に救助艇を配置した。
多摩消防署に資材搬送車を配置した。
杉本署長が消防監に昇格した。
機構改革により、栗谷出張所長は消防司令に昇格した。

多摩防火協会が消防庁長官から安全功労表彰を授与された。

登戸、登戸百貨店の火災で１，３００㎡を焼失した。
多摩消防署に高規格救急車、救急救命士を配置した。
多摩消防団が (財)神奈川県消防協会から優秀消防団として竿頭綬を授与された。
機構改革により、菅出張所長は消防司令に昇格した。
多摩消防団第二代団長に井上 昭一氏が就任した。
多摩消防署に救助工作車（Ⅱ型）を更新配置した。
多摩消防団が (財)日本消防協会から優秀消防団として竿頭綬を授与された。
多摩防火協会が神奈川県知事から安全功労表彰を授与された。
機構改革により、警防課長は消防司令長に昇格した。
初代消防団長上原 幸次郎氏は正六位に叙され勲五等旭日雙光章叙勲の栄に浴し
た。

多摩防火協会が火災予防思想の普及啓発に尽力したとして川崎市長表彰を授与

栗谷・宿河原出張所の消防ポンプ自動車を更新配置した。
栗谷出張所に高規格救急車を配置した。
第八代署長に梶川 昭夫氏が就任した。
多摩消防ボランティア委員会が発足した。（委員数１４８人）
初代委員長に吉澤 徳重氏が就任した。
菅出張所に消防ポンプ自動車を更新配置した。
多摩消防団が消防庁長官から優秀消防団として竿頭綬を授与された。
多摩防火協会が (社)日本善行会から成人善行表彰を授与された。
多摩消防署に消防ポンプ自動車を更新配置した。
第九代署長に木村 泰茂氏が就任した。
登戸、事業所の火災で、死者３人を生じた。

菅出張所に菅救急隊を更新新配置した。

された。
機構改革により、宿河原出張所長は消防司令に昇格した。
（全出張所に消防司令を配置）
警防第２課に救急係を設置した。
多摩防火協会第三代会長に川﨑 善太郎氏が就任した。
多摩消防署に高規格救急車を更新配置した。
第十代署長に山口 仁臣氏が就任した。
第十一代署長に水谷 哲氏が就任した。
多摩消防署に女性救急隊員を配置した。
枡形２丁目、病院の火災で２棟が全焼したほか、山林２００㎡を焼失した。
宿河原２丁目、共同住宅の火災で１６㎡を焼失し、死者２人を生じた。

栗谷出張所に高規格救急車を更新配置した。
多摩消防署に非常用救急車を新配置、非常用消防ポンプ自動車を配置転換した。
宿河原出張所に運搬車を配置転換した。
第十二代署長に田中 輝夫氏が就任した。
機構改革により、副署長が予防課長を兼務、警防統括担当主幹を配置した。
登戸、複合用途建物の火災で１棟が全焼し、計４棟で４４５㎡が焼失した。
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平成１６年 　５月

　６月
１０月

１１月

平成１７年 　４月
　６月

１０月
１１月

１２月
平成１８年 　３月

　６月
　８月

１０月

１１月
平成１９年 　３月

　４月
　５月
　６月

１０月

１２月
平成２０年 　２月

　３月
　４月

　５月

　６月

１２月
平成２１年 　３月

　４月

　６月

多摩消防団第三代団長に松澤 忠志氏が就任した。

年　月 事　　　項
多摩防火協会創立３５周年記念事業として電光情報板を川崎市に寄贈、多摩消防署
において除幕式を挙行した。
多摩消防研究会第八代会長に (有)小谷野商店 小谷野 弘氏が就任した
登戸、倉庫の火災で１棟３０９㎡が全焼し、計４棟５２０㎡が焼失した。
多摩消防署の広報車（乗車定員８人）を更新配置した。
登戸、一般住宅の火災で１棟１２２㎡が全焼、計４棟で２６０㎡を焼失し、死者１
人を生じた。
東三田２丁目、大学内の体育館から出火し、建築面積５３２㎡、延面積７６８㎡の
うち、１階約３５０㎡、２階約１００㎡を焼失した。

多摩防火協会が広報活動用車両を多摩消防署へ寄贈し、消防行政の充実に寄与した

多摩消防研究会会員、(有)白鳥商店 白鳥 宏氏が優良危険物取扱者として (社)神奈
川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩消防研究会第九代会長に (株)スリオンテック 祖田 有造氏が就任した。
元多摩消防団長 井上 昭一氏が瑞寶雙光章叙勲の栄に浴した。
宿河原４丁目、一般住宅の火災で１棟３３㎡が全焼し、死者１人を生じた。
布田、共同住宅の火災で２５㎡を焼失し、死者１人を生じた。
枡形５丁目、共同住宅の火災で１棟１００㎡が全焼、計３棟２３０㎡を焼失し、
死者１人を生じた。
多摩防火協会が (社)日本善行協会から特別表彰善行銀章を授与された。
多摩消防署の査察車Ⅱを更新配置した。
多摩消防署運搬車を更新配置した。

１人を生じた。

として川崎市長から感謝状を授与された。
登戸、共同住宅の火災で４９㎡を焼失し、死者１人を生じた。
登戸、飲食店の火災で１棟１５７㎡が全焼し、計２棟２２５㎡を焼失した。
第十三代署長に山口 高広氏が就任した。
生田１丁目、一般住宅の火災で１０㎡を焼失し、死者１人を生じた。
多摩消防研究会会員、(株)スリオンテックが優良危険物事業所として (社)神奈川県
危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩消防署ポンプ積載車（乗車定員６人）を更新配置した。
多摩消防団生田分団東生田班のポンプ積載車を更新配置した。
多摩消防署水槽付消防ポンプ自動車を更新した。（タンク容量２０００ℓ）
栗谷２丁目、一般住宅の火災で１棟９４㎡が全焼、計２棟２２６㎡を焼失し、死者

第十四代署長に平野 敏行氏が就任した。

多摩消防署に指揮車を配置した。
多摩消防団が消防庁長官から表彰旗を授与された。
多摩消防署に指揮情報隊を配置した。
多摩消防署に安全管理担当主査を配置した。
警防統括担当主幹が区地域安全担当主幹に併任された。
中国四川大地震に国際救助隊員として柴田司令補が派遣された。
多摩消防研究会第十代会長に (医)社団慶神会武田病院 奥田 尚史氏が就任した。
多摩消防研究会会員、(株)スリオンテックが危険物安全管理功労事業所として
関東甲信越地区危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩消防団稲田分団登戸班のポンプ積載車を更新配置した。
栗谷出張所に高規格救急車を更新配置した。

(社)神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。

副署長が、区危機管理担当主幹に併任された。
機構改革により、予防課長が専任化された。
予防課に危険物・査察係を設置した。
多摩消防研究会会員、(株)スリオンテックが優良危険物事業所として (財)全国危
険物安全協会会長表彰を受賞した。
多摩消防研究会会員、高和電氣工業(株) 古尾谷 隆氏が優良危険物取扱者として
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１２月

平成２２年 　２月
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１１月
１２月

平成２３年 　３月
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　８月

平成２５年 　３月

　４月
　６月

　７月
平成２６年 　６月
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平成２８年 　３月

　４月

改正された。

年　月 事　　　項
多摩消防署の査察車Ⅱを更新配置した。
多摩消防団稲田分団登戸班のポンプ積載車を更新配置した。
多摩消防団生田分団中央生田班のポンプ積載車を更新配置した。
菅出張所の高規格救急車を更新配置した。
多摩消防署多摩指揮１を更新配置した。
多摩消防署の救助工作車（Ⅱ型）を更新配置した。
菅・宿河原・栗谷出張所の消防ポンプ自動車を更新配置した。
機構改革により警防統括担当主幹が担当課長（警防統括）、安全管理主査が担当係
長（安全管理担当）に改正された。また副署長が区役所担当課長（危機管理）併任に

多摩消防団稲田分団宿河原・堰班のポンプ積載車を更新配置した。

川崎市防火協会連合会会長に川﨑 善太郎氏が就任した。
元多摩消防団副団長 竹間 清房氏が瑞寶單光章叙勲の栄に浴した。
枡形４丁目、一般住宅の火災で１棟１１６㎡が全焼し、死者１人を生じた。
多摩消防署の多摩１を更新配置した。
東北地方太平洋沖地震発生に伴い、緊急消防援助隊（消防部隊・救急部隊）１１隊
を派遣した。
第十五代署長に石井 敏幸氏が就任した。
多摩消防団第四代団長に松澤 喜義氏が就任した。
多摩消防研究会会員、マクセルスリオンテック(株)が優良危険物事業所として 
(社)神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩消防団稲田分団菅班のポンプ積載車を更新配置した。

多摩消防研究会会員、(学)明治大学が優良危険物事業所として (一社)神奈川県危

多摩消防団稲田分団長尾班のポンプ積載車を更新配置した
多摩消防団生田分団長沢班のポンプ積載車を更新配置した。
多摩消防団機動部隊が発隊した。
元多摩消防団副団長 田中 隆浩氏が瑞寶單光章叙勲の栄に浴した。
多摩消防署に３０m級先端屈折伸縮式はしご付消防自動車（マギルス）を更新配置
した。
多摩防火協会が、放送設備器具を多摩消防署へ寄贈し、消防行政の充実に寄与した
として、川崎市長から感謝状を授与された。
多摩消防署の高規格救急車を更新配置した。
多摩防火協会会長 川﨑 善太郎氏が、神奈川県安全功労者賞を受賞した。
第十六代署長に松野 忍氏が就任した。

機構改革があり、安全管理担当係長が廃止され、救急係長を警防課へ２名配置し、

険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩防火協会会長 川﨑 善太郎氏が、総務大臣安全功労者賞を受賞した。
多摩消防研究会会員、(株)マスダエレメント 増田 隆氏が優良危険物取扱者として
(一社)神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩防火協会は、地域振興に取り組んでいる団体として川崎市制９０周年式典にお
いて、川崎市長から功労賞を授与された。
多摩消防団生田分団東生田班の器具置場の改築工事が完了した。
寺尾台１丁目、共同住宅の火災で６０㎡を焼失し、死者１人を生じた。
長尾７丁目、店舗併用共同住宅の火災で３０㎡を焼失し、死者１人を生じた。
多摩消防団が (公財)日本消防協会から竿頭綬を授与された。
第十七代署長に並木 努氏が就任した。

第十八代署長に日迫 善行氏が就任した。

予防課に施設装備担当係長を配置した。
多摩消防研究会第十一代会長に (株)マスダエレメント 増田 隆氏が就任した。
多摩消防研究会会員、日立マクセル(株)スリオンテック事業本部が優良危険物関係
事業所として消防庁長官表彰を受賞した。
菅４丁目、共同住宅の火災で６５㎡を焼失し、死者１人を生じた。
栗谷出張所の高規格救急車を更新配置した。
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平成２８年 　６月

　７月
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平成２９年 　１月
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１２月

令和４年 　３月

　４月

　６月

多摩消防団副団長 増田 朝光氏が藍綬褒章授与の栄に浴した。

年　月 事　　　項
多摩消防研究会会員、(株)登戸石油 井上 曉氏が優良危険物取扱者として (一社)神
奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
多摩防火協会第四代会長に岸井 洋一氏が就任した。
多摩消防団副団長 井田 哲芳氏が藍綬褒章授与の栄に浴した。
南生田７丁目、一般住宅の火災で１棟７４㎡が全焼し、死者２人を生じた。
菅出張所の高規格救急車を更新配置した。
第十九代署長に白石 与志夫氏が就任した。
多摩消防団第五代団長に井田 哲芳氏が就任した。
菅仙谷１丁目、共同住宅の火災で１棟３１７㎡が全焼し、死者１人を生じた。

登戸新町において大規模救急事案が発生し、死者３人、負傷者１６人を生じた。

登戸、一般住宅の火災で１５８㎡を焼失し、死者１人、負傷者２人を生じた。
多摩消防団に女性消防団員（１３人）が入団した。
元多摩消防団長 松澤 忠志氏が瑞寶雙光章叙勲の栄に浴した。
多摩消防研究会会員、高和電氣工業(株)が優良危険物事業所として (一社)神奈川県
危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
元多摩消防団長 松澤 喜義氏が瑞寶單光章叙勲の栄に浴した。
多摩消防団分団長 井口 保氏が藍綬褒章授与の栄に浴した。
多摩消防関係団体創立五十周年記念式典をホテルモリノ（麻生区）にて開催し、記念
誌を作成した。
宿河原出張所の改築工事に伴い、本署で業務を開始した。
第二十代署長に秋元　良己氏が就任した。

川崎市業務継続計画（ＢＣＰ）発動を踏まえた勤務体制に移行した。

台風１９号で区内約９８,０００㎡が浸水し、住宅約３５０軒が浸水被害を受けた。
多摩消防団副団長 関　喜範氏が藍綬褒章授与の栄に浴した。
多摩区消防出初式が川崎市の代表会場として生田緑地において盛大に挙行された。
宿河原出張所の建替え工事が完了し、新庁舎で業務を開始した。
昭和５９年に発足した「多摩地区婦人消防隊委員会」が発展的解散をした。
第二十一代署長に若林　薫氏が就任した。
機構改革があり、予防課施設装備担当係長が廃止され、消防団担当係長を配置した。
宿河原出張所に救急車が配置され業務を開始した。
多摩消防団第六代団長に増田　朝光氏が就任した。
多摩消防団庶務部長 吉澤　偉臣氏が藍綬褒章授与の栄に浴した。
政府から新型コロナウィルス感染症の緊急事態宣言が発令された。

多摩消防研究会会員マクセル(株)機能性部材料事業本部 佐久間 正和氏が
優良危険物取扱者として(一社)神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
前多摩消防団長 井田 哲芳氏が瑞寶双光章叙勲の栄に浴した。

第二十二代署長に村上 治三郎氏が就任した。

多摩消防研究会会員、小田急バス株式会社　登戸営業所が優良危険物事業所として
（一社）神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰を受賞した。
菅馬場、専用住宅の火災で、木造２階建て建築面積１０３㎡、延べ面積１３２㎡
専用住宅１棟全焼した。
栗谷出張所の改築工事に伴い、本署で業務を開始した。
多摩区消防出初式を新型コロナウィルス感染拡大防止のため、表彰式のみとし、多
摩区役所において挙行された。
菅城下、一般住宅の火災で３０㎡を焼失し、死者１人を生じた。

長沢４丁目、共同住宅の火災で８０㎡焼失し、死者１人、負傷者１人を生じた。
栗谷出張所の改築工事が完了し、新庁舎で業務を開始した。
宿河原・栗谷出張所の消防ポンプ自動車を更新配置した。

※令和３年以降の災害の掲載基準は①第２出場以上で複数棟に大きな被害が及んだ火災②死者（放火自殺を除く。）の生じた火災③社会的

　 影響が大きい又は特異な災害等（川崎市消防局警防規程細則 第４８条）とする。

機構改革があり、予防課消防団担当が廃止され、消防団・防災支援係を配置した。
副署長が、予防課担当課長（消防団）に併任された。
多摩消防団生田分団中央生田班の器具置場の移転工事が完了した。
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計 20.39 114,467 214,470 108,910 105,560

本　署 5.29 31,399 55,512 28,671 26,841

菅 6.49 35,948 69,947 35,391 34,556

宿河原 3.75 22,653 42,793 21,916 20,877

栗　谷 4.86 24,467 46,218 22,932 23,286

       項 目
署所別 所在地等

※本データは、令和４年３月末日現在の住民基本台帳人口及び世帯数を集計したもので、国勢調査の数値を基数とし
　て公表している「川崎市の世帯数・人口」（推計人口）や「川崎市年齢別人口」とは異なります。

署 所 の 所 在 地 ・ 庁 舎 概 要

（令和４年４月１日現在）

管 内 状 況

（令和４年３月３１日現在）

 　　　項目
署所別 面　積（k㎡） 世帯数

人               口
総  数 男 女

庁  舎  概  要

栗　谷

所在地
 　栗谷３-３０-８

電話・ＦＡＸ
 　９５３‐０１１９

　鉄筋コンクリート造２階建
　延面積542.34㎡、敷地952.25㎡
  付属建物等：自転車置場11.17㎡
  　　　　　　ホース乾燥塔(鉄骨11.7ｍ)
  　　　　　　自家発電設備(3.92kW(4.9KVA))１基

菅

所在地
 　菅馬場１-１３-１

電話・ＦＡＸ
 　９４５‐０１１９

　鉄筋コンクリート造２階建
　延面積412.25㎡、敷地382.41㎡
  付属建物等：プロパン庫1.47㎡、自転車置場9.2㎡
  　　　　　　ホース乾燥塔(鉄骨13ｍ)
  　　　　　　自家発電設備(3.92kW(4.9KVA))１基

宿 河 原

所在地
 　宿河原３-１２-１

電話・ＦＡＸ
 　９００‐０１１９

　鉄筋コンクリート造２階建
　延面積514.2㎡、敷地390.55㎡
  付属建物等：自転車置場15.01㎡
  　　　　　　ホース乾燥塔(鉄骨9.3ｍ)
  　　　　　　自家発電設備(3.92kW(4.9KVA))１基

本　署

所在地
 　枡形２-６-１

電話
 　９３３‐０１１９

ＦＡＸ
 　９２２‐８１６１

　鉄筋コンクリート造３階建
　延面積1,647.33㎡、敷地1,762.92㎡
　特殊設備：受変電設備(150kW)、プロパン庫6.4㎡
　　　　　　自家用給油取扱所(ガソリン4,800ℓ/軽油4,800ℓ)
　　　　　　自家発電設備(25kW)１基　(3.92kW(4.9KVA))１基
　付属建物等：防火水槽(60ｔ)、訓練棟・補助棟
　　　　　　　油庫12.15㎡、警防資器材庫8.91㎡
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署 ・ 所 の 受 持 区 域

署 所 別 受　　持　　区　　域

本　署

登戸、登戸新町、和泉

生田２丁目～４丁目、８丁目、東生田１丁目～４丁目

枡形１丁目～７丁目

東三田１丁目～３丁目

菅

中野島、中野島１丁目～６丁目、布田

菅馬場１丁目～４丁目、菅野戸呂、菅城下、生田１丁目

菅稲田堤１丁目～３丁目、菅１丁目～６丁目

菅北浦１丁目～５丁目、菅仙谷１丁目～４丁目

宿 河 原

堰１丁目～３丁目、宿河原１丁目～７丁目

長尾１丁目～７丁目

栗　　谷

生田５丁目～７丁目、三田１丁目～５丁目

栗谷１丁目～４丁目、西生田１丁目～５丁目

南生田１丁目～８丁目

寺尾台１、２丁目、長沢１丁目～４丁目

9



合
　
　
計

消

　
防

　
監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

会

計

年

度

等

148 1 5 16 －

151 30 42 50 5
(12) (3) (5) (3) (2)
25 6 4 3 5
(9) (3) (3) (2) (2)
64 20 23
(2) (1) (1)
24 7
(1) (1)

消 防 隊 6 － － 1 1 2 － 2 －

救 急 隊 5 － － － 1 2 － 2 －

5 2
(1) (1)

62 19
(1) (1)
22 6
(1) (1)

消 防 隊 6 － － 1 1 2 － 2 －

救 急 隊 5 － － － 1 1 － 3 －

－ 1 1

2 － 2 －

※１　担当課長（警防統括担当）は警防第１課に含みます。

※２　（　）内は、女性職員で内数です。

2 － 2 －

救 急 隊 5 － － － 1

菅

宿河原
－

－

消 防 隊 7 － － 1 1 2 1 2

救 急 隊 5 － － － 1 2 － 2

－

救 急 隊 6 － － 1 1 2 － 2 －

消防隊・救助隊 － 1 2 5 － 8

2 －

救 急 隊 5 － － －

栗 谷
消 防 隊 6 －

1 1 － 3 －

警 防 第 ２ 課 0 1 6 12 1 23 0

栗 谷
消 防 隊 6 － － 1 1 2 －

－ 1 1 1 1 3 －

救 急 隊 － － － 1 － 2 －

消防隊・救助隊 － 2 2 5 8 － －

救 急 隊 6 － － 1 1 2 － 2 －

菅

宿河原
消 防 隊 7 －

本 署

本 署

署 員 の 配 置

（令和４年４月１日現在）

      　　  階 級 別 等

　課　別

基　　準 126

合　　計 1 5 16 2

予 防 課 1 2 4 0

警 防 第 １ 課 0 2 6 12 1 0
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№ 配置場所 名　　称 社　　名 年 式 ポンプ性能

1 多摩救助 日　野 Ｈ２２ 川崎800 は 767
2 多 摩 １ 日　野 Ｈ２３ Ａ‐２ 川崎800 す 295
3 多 摩 ２ 日　野 Ｈ１９ Ａ‐２ 川崎800 は 664
4 多摩はしご

ＵＤトラックス

マギルス(30ｍ級) Ｈ２４ 川崎800 は 915
5 ポンプ積載車 ニッサン Ｈ１９ 川崎800 さ 8617
6 多摩救急 トヨタ Ｒ１ 川崎800 す 4206
7 指 揮 車 ニッサン Ｈ２２ 川崎800 さ 9893
8 運 搬 車 三　菱 Ｈ１８ 川崎800 さ 7972
9 非常用救急車 ニッサン Ｈ２６ 川崎800 す 1485

10 広 報 車 ニッサン Ｈ２９ 川崎501 ち 9678
11 広 報 車 ト ヨ タ Ｈ１８ 川崎300 は 8136
12 査察車(Ⅱ型) 三　菱 Ｈ３０ 川崎480 き 295
13 査察車(Ⅱ型) ス ズ キ Ｈ２１ 川崎480 い 8846
14 菅 日　野 Ｈ２２ Ａ‐２ 川崎800 さ 9882
15 菅 救 急 ト ヨ タ Ｈ２９ 川崎800 す 2974
16 宿 河 原 日　野 Ｒ４ Ａ‐２ 川崎800 す 5403
17 宿河原救急 トヨタ Ｒ１ 川崎800 す 4209
18 非常用消防車 日　野 Ｈ２０ Ａ‐２ 川崎800 さ 8853
19 栗　谷 日　野 Ｒ４ Ａ‐２ 川崎800 す 5404
20 栗谷救急 ト ヨ タ Ｈ２８ 川崎800 す 2501

№ 配置場所 名 称 等 製 造 会 社 型　式 ポンプ性能

本　署 Ｐ４５６
（登戸班） (Fi6000)

本　署 Ｐ４５６
(東生田班) (Fi6000)

菅 Ｐ４５６
(菅班) (Fi6000)

宿 河 原 Ｐ４５６
(宿河原・堰班) (Fi6000)

栗　谷 Ｐ４５６
(大作班) (Fi6000)
栗　谷 Ｐ４５６
(長沢班) (Fi6000)

宿河原

消 防 車 両 の 配 置 状 況

（令和４年４月１日現在）

登 録 番 号

本　署

菅

栗　谷

小 型 動 力 ポ ン プ 等 の 配 置 状 況
（令和４年４月１日現在）

経　過

1 多摩本団 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２４川消施

第３３７０号

2 対震５号 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２４川消施

第３３７０号

3 対震１３号 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２５川消施

第２４４６号

4 対震４６号 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２５川消施

第２４４６号

5 対震６号 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２４川消施

第３３７０号

6 対震４７号 シバウラ防災製作所 Ｂ‐３
２５川消施

第２４４６号
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消 防 署 の 組 織 ・ 事 務 分 掌

予
防
課
担
当
課
長
（
消
防
団
）

公印の保管 公文書の管理 署員の人事及び配置
署員の給与等の支給に関する事務 署員の安全管
理、福利厚生及び公務災害 署員の研修管理 消
防施設の保守管理 物品の出納保管 消防用油脂
類の保管 車両の点検及び定期点検 広報及び広
聴 署内他の課に属しないこと

庶

務

係予

防

課
消
防
団
・

防
災
支
援
係

消防団等に関すること 消防団の機械器具、施設
等の保守管理 地域における防災活動の支援に関
すること（みんなが消防士、地域防災スクール
少年消防クラブ、幼年消防クラブ、自主防災訓
練）

予

防

係

火災予防の実施計画 防火管理 防災管理 建築物
の消防同意等及び検査 火災予防関係の申請及び
届出 屋外の火災予防 防火協会等各種団体事務
消防用設備等の届出処理 その他火災予防事務(

併
 

任

)

危険物製造所等の許可、承認及び届出 危険物製
造所等の完成検査前検査及び完成検査 危険物製
造所等の保安 危険物施設等に係る立入検査及び
違反処理 少量危険物及び指定可燃物の届出並び
にタンクの水張検査等 危険物及び指定可燃物に
係る災害調査 危険物施設に係る消防用設備等
危険物事故防止等 危険物許可手数料の徴収、出
納 火薬類及び高圧ガス 予防係に属さない外郭
団体に係る業務等 防火対象物に係る立入検査及
び違反処理 屋外の火災予防 防火対象物の表示
制度等

危

険

物

・

査

察

係
署
　
　
 
長

副
 
署
 
長

災害活動 警防計画及び防災対策 警防体制、災
害活動の指揮 消防職員及び消防団員の動員 火
災警報、消防信号及び消防通信 消防地理及び消
防水利 消防隊等の運用及び訓練 救助業務 自衛
消防隊、自衛防災組織等の訓練の指導 圧縮アセ
チレンガス等の消防活動阻害物質 消防用機械器
具の保守管理 機関員の技術指導 消火薬剤等 課
内の他の所管に属しないこと

警

防

係

 
担
当
課
長

(

警
防
統
括
担
当

)

警

防

第

１

課

・

警

防

第

２

課

(

併
 

任

)

調
査
係

火災調査及び災害調査 指揮情報隊活動 火災統
計 災害情報及び災害現場広報 火災予防指導等
課の安全管理に関すること

救

急

係

救急活動 救急隊の運用及び訓練 メディカルコ
ントロール 救急資機材の管理 救急統計 救急技
術の研究 救急技術指導及び救急知識の普及 救
急告示医療機関等の連絡 その他救急業務

 
区
役
所
担
当
課
長
（

危
機
管
理
）

・災害対応に係る
各種計画マニュア
ル作成の指導助言
・災害対応訓練職
員研修の指導助言
・自主防災訓練等
の実施に係る消防
署、消防団との連
絡調整
・発災時の災害対
応に係る助言

消防施設等の保守管理 物品の保管 広報広聴 消
防用機械器具の保守管理 警防計画の作成 消防
地理及び消防水利 災害情報の収集 職場研修 自
衛消防隊、自衛防災組織等の訓練指導 火災の調
査及び災害調査 救急業務 火災予防指導等 消防
法、川崎市火災予防条例及び川崎市防火管理等
に関する規程に基づく届出等の処理 その他消防
長が定める事項

出

張

所
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ア イ

7,548 641 597 1,772 4,538
イ 劇場・映画館等 1 1 － － －

ロ 公会堂又は集会場 0 － － － －

イ キャバレ－・カフェ－等 1 1 － － －

ロ 遊技場・ダンスホ－ル 9 9 － － －

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等 0 － － － －

ニ カラオケボックス等 1 1 － － －

イ 待合・料理店 0 － － － －

ロ 飲食店 60 40 － 1 19
百貨店・マ－ケット等 88 60 － 1 27

イ 旅館・ホテル等 4 2 － 2 －

ロ 寄宿舎・共同住宅等 5,564 － 416 1,541 3,607
イ 病院・診療所等 24 9 － 5 10
ロ 老人福祉施設等 44 39 － 5 －

ハ 保育園・老人デイサービスセンター等 109 64 － 34 11
ニ 幼稚園・特別支援学校 16 14 － － 2

小・中・高等学校 33 － 33 － －

図書館等 3 － 2 － 1
イ 蒸気・熱気浴場等 0 － － － －

ロ イ以外の公衆浴場 2 － 2 － －

車両の停車場等 3 － － 1 2
神社・寺院等 33 － 15 － 18

イ 工場・作業所等 79 － 4 8 67
ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ 1 － 1 － －

イ 自動車車庫等 3 － － 1 2
ロ 飛行機等の格納庫 0 － － － －

倉　庫 38 － 1 9 28
前各号に該当しない事業所 178 － 63 8 107

イ 複合用途 705 401 － 88 216
ロ 上記以外の複合用途 547 － 58 68 421

地下街 0 － － － －

準地下街 0 － － － －

重要文化財等 2 － 2 － －

ア－ケ－ド 0 － － － －

防 火 対 象 物 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

消防法施行令別表による区分
防火対
象物

総　数

内　　　訳

１ 種 ２ 種 ３　　種

11

合　　　計

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

16の３

17
18

12

13

14
15

16

16の２

13



合　計 908 352 242 129 185
 ５ 階 553 158 168 84 143
 ６ 階 162 80 35 23 24
 ７ 階 116 66 19 20 11
 ８ 階 22 18 3 0 1
 ９ 階 12 6 4 0 2

 １０ 階 12 7 2 0 3
 １１ 階 9 7 1 1 0
 １２ 階 5 2 2 0 1
 １３ 階 0 0 0 0 0
 １４ 階 11 6 4 1 0
 １５ 階 5 1 4 0 0
 １６ 階 0 0 0 0 0
 １７ 階 0 0 0 0 0
 １８ 階 0 0 0 0 0
 １９ 階 0 0 0 0 0

 ２０階以上 1 1 0 0 0

合　計 908 352 242 129 185

１５ｍ未満 347 82 115 52 98

１５ｍ以上
２０ｍ未満 383 148 97 63 75

２０ｍ以上
２５ｍ未満 94 65 10 9 10

２５ｍ以上
３０ｍ未満 40 30 7 2 1

３０ｍ以上
４０ｍ未満 28 17 8 2 1

４０ｍ以上
５０ｍ未満 14 8 5 1 0

５０ｍ以上
６０ｍ未満 1 1 0 0 0

６０ｍ以上
１００ｍ未満 1 1 0 0 0

１００ｍ以上 0 0 0 0 0

階
　
　
　
数
　
　
　
別

高
　
　
　
さ
　
　
　
別

中 高 層 建 築 物 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

　　　      署 所 別
 区 分 合　計 本　署 菅 宿 河 原 栗　谷
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合　計 本 署 菅 宿河原 栗 谷

62 33 15 7 7
1 1 － － －

8 7 － － 1
0 － － － －

0 － － － －

2 1 － 1 －

0 － － － －

0 － － － －

0 － － － －

1 1 － － －

独立平屋 0 － － － －

部分規制 1 － 1 － －

17 6 7 1 3
0 － － － －

単 一 車 0 － － － －

積 載 式 0 － － － －

1 1 － － －

5 4 1 － －

0 － － － －

0 － － － －

7 2 2 2 1
1 1 － － －

4 2 1 － 1
0 － － － －

0 － － － －

7 3 1 2 1
3 1 1 1 －

4 3 1 － －

12 5 3 3 1
24 12 6 2 4
36 17 9 5 5

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

危 険 物 施 設 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

形　態　区　分

合　　　　計

製　　造　　所

貯
　
　
　
蔵
　
　
　
所

屋
 
内
 
貯
 
蔵
 
所

専
 
用
 
棟

独 立 平 屋 建

高 層 倉 庫

階 層 の 独 立

特　　　定

高 層 特 定

指定過酸化物

建物内設置(部分規制)

営
業
用

屋　　　外

屋　　　内

自　　家　　用

屋内タンク貯蔵所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

上記施設の
事業所数

予防規程該当

予防規程非該当

合 　　計

移　送　取　扱　所

取
　
　
　
扱
　
　
　
所

一
　
般
　
取
　
扱
　
所

一　　　　　般

特
　
　
　
例

吹付塗装作業所

給
油
取
扱
所

焼 入 作 業 等

ボイラー等消費

充　　　填

詰　替　え

油 圧 措 置 等

15



合　計 本　署 菅 宿 河 原 栗　谷

合　計 本　署 菅 宿 河 原 栗　谷

指 定 可 燃 物 施 設 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

                 署 所 別
 施 設 名

合 計 182 48 52 50 32

7 6

－ 1 1

少 量 危 険 物 施 設 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

屋 内 貯 蔵 所 79 13 31 24 11

2

屋 外 貯 蔵 所 3 1

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 24 9

5 5

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 10 5 1 4 －

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 30 10 10

2 5

一 般 取 扱 所 20 5 4 7 4

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 16 5 4

－

　　　　　　　　署 所 別
 施 設 名

指 定 可 燃 物 施 設 7 5 2 －
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3,385 838 1,000 598 949

3,234 795 948 576 915

小　　計 3,193 789 930 574 900

地 下 単 口 2,540 629 723 462 726

地 下 双 口 653 160 207 112 174

地 上 双 口 0 0 0 0 0

小　　計 41 6 18 2 15

地 下 式 40 6 18 2 14

地 上 式 1 0 0 0 1

106 31 40 11 24

４０㎥未満 1 0 0 1 0

４０㎥以上 66 15 27 7 17

１００㎥以上 5 0 2 1 2

４０㎥未満 3 3 0 0 0

４０㎥以上 27 10 10 2 5

１００㎥以上 4 3 1 0 0

合　計 45 12 12 11 10

プ ー ル 29 4 11 6 8

沼  ( 池 ) 1 0 0 1 0

河　　川 11 7 0 3 1

海 ・ 運 河 0 0 0 0 0

貯 水 施 設 3 0 1 1 1

そ の 他 1 1 0 0 0

署 所 別 消 防 水 利 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

　　　　　　  署 所 別
　区 分 合　計 本　署 菅 宿 河 原 栗　谷

そ
 
の
 
他
 
の
 
水
 
利

合　　計

消
　
火
　
栓

合　計

公
　
設

私
　
設

防
 
火
 
水
 
そ
 
う

合　計

公
　
設

私
　
設
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495件

建　物　内 ( 110件 )
交 通 事 故 ( 10件 )
そ　の　他 ( 19件 )
水難事故等 ( 8件 )
自火報ベル鳴動 ( 97件 )
そ  の  他 ( 13件 )
Ｐ Ａ 連 携 ( 64件 )
ヘリコプター救急支援 ( 0件 )
救 急 支 援 ( 0件 )
誤  　報 ( 35件 )
虚　  報 ( 8件 )
燃料・油漏洩 ( 27件 )
ガス・油臭 ( 1件 )
そ　の　他 ( 3件 )
風　水　害 ( 0件 )
そ　の　他 ( 35件 )
焚き火の苦情 ( 2件 )
建　　物 ( 31件 )
そ　の　他 ( 10件 )
車　　両 ( 1件 )
東京都狛江市管内 ( 17件 )
東京都稲城市管内 ( 1件 )
東京都調布市管内 ( 3件 )

災 害 総 件 数

1 救助 147件 30%

（令和３年中）

災 害 出 場 種 別 ・ 状 況

2 偵察 110件 22%

3 特命 64件 13%

4 誤報・虚報 43件 9%

5 警戒 31件 6%

8 管外応援 21件 4%

6 調査 37件 7%

7 火災 42件 8%

救助 147件 30％

偵察 110件 22％

特命 64件 13％

誤報・虚報
43件 9％

警戒 31件 6％

調査 37件 7%

火災 42件 8% 管外応援 21件 4％
救助
偵察
特命
誤報・虚報
警戒
調査
火災
管外応援

18



全

 
焼

半

 
焼

部

分

焼

ぼ

 
や

爆

 
発

42 1 0 8 22 0 1 10 201 40 2 5 2,822 34 8,064

当月 2 － － － 2 － － － － － － － 1 5 496

累計 2 0 0 0 2 0 0 0 0.0 0.0 0 0 1 5 496

当月 4 － － 1 2 － － 1 1.0 － － 1 218 － －

累計 6 0 0 1 4 0 0 1 1.0 0.0 0 1 219 5 496

当月 2 － － － 2 － － － － － － 1 － 3 351

累計 8 0 0 1 6 0 0 1 1.0 0.0 0 2 219 8 847

当月 3 － － 1 1 － － 1 － 2.0 － 1 26 2 11

累計 11 0 0 2 7 0 0 2 1.0 2.0 0 3 245 10 858

当月 8 － － 2 4 － － 2 76.0 7.0 1 － 1,232 4 8

累計 19 0 0 4 11 0 0 4 77.0 9.0 1 3 1,477 14 866

当月 1 － － 1 － － － － 2.0 － － － 17 3 36

累計 20 0 0 5 11 0 0 4 79.0 9.0 1 3 1,494 17 902

当月 1 － － － 1 － － － － － － － 1 3 3

累計 21 0 0 5 12 0 0 4 79.0 9.0 1 3 1,495 20 905

当月 2 － － － 1 － 1 － － － － － 634 3 4,167

累計 23 0 0 5 13 0 1 4 79.0 9.0 1 3 2,129 23 5,072

当月 8 － － 1 4 － － 3 － 1.0 － － 138 2 6

累計 31 0 0 6 17 0 1 7 79.0 10.0 1 3 2,267 25 5,078

当月 2 － － 1 － － － 1 － 1.0 － 1 2 1 2,926

累計 33 0 0 7 17 0 1 8 79.0 11.0 1 4 2,269 26 8,004

当月 1 － － － 1 － － － － － － － 1 4 3

累計 34 0 0 7 18 0 1 8 79.0 11.0 1 4 2,270 30 8,007

当月 8 1 － 1 4 － － 2 122.0 29.0 1 1 552 4 57

累計 42 1 0 8 22 0 1 10 201.0 40.0 2 5 2,822 34 8,064

火　災　発　生　状　況

令 和 ３ 年 令 和 ２ 年

月
　
別

火  　  災    　種    　別 損

害

床

面

積

 
 

(

㎡

)

損

害

表

面

積

 
 

(

㎡

)

死

　
　
者

負

 
傷

 
者

損

 
害

 
額

　

(
千
円

)

5月

件

　
　
数

損

 
害

 
額

　

(

千
円

)

件　

数

建　物　火　災 車

　

両

そ
 
の
 
他

合　計

1月

2月

3月

4月

12月

6月

7月

8月

9月

10月

11月
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合計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

42 2 4 2 3 8 1 1 2 8 2 1 8

14 － 1 1 1 5 － － － 5 1 － －

5 1 － 1 1 － 1 － － － － － 1

天 ぷ ら 油 3 － － － － 1 － － － － 1 － 1

そ の 他 1 － － － － － － － 1 － － － －

0 － － － － － － － － － － － －

3 － 2 － 1 － － － － － － － －

0 － － － － － － － － － － － －

0 － － － － － － － － － － － －

1 － － － － － － － － 1 － － －

電 気 関 係 3 － 1 － － － － － － － － － 2

マッチ・ライター 1 － － － － 1 － － － － － － －

そ の 他 11 1 － － － 1 － 1 1 2 － 1 4

0 － － － － － － － － － － － －

た　　ば　　こ

火 災 の 原 因 別 状 況

（令和３年中）

　　　　　　月 別

 原 因 別

合　　　　計

放 火(疑い含む)

そ
　
の
　
他

調査中(不明を含む)

こ
 
ん
 
ろ

火　遊　び

ス　ト　ー　ブ

溶　接・溶　断

風　呂　釜

た　き　火
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42 2 4 2 3 8 1 1 2 8 2 1 8
登戸 2 － 2 － － － － － － － － － －

登戸新町・和泉 0 － － － － － － － － － － － －

生田２～４・８丁目 1 － － － － 1 － － － － － － －

東生田１～４丁目 3 － 1 － － － － － － － － － 2
枡形１～７丁目 5 － － 1 1 － － － 1 2 － － －

東三田１～３丁目 3 － － － － － 1 － － 1 － － 1
菅１～６丁目 3 1 － － － － － － － 1 1 － －

菅馬場１～４丁目 1 － － － － － － － － 1 － － －

菅稲田堤１～３丁目 1 － － － － － － － － 1 － － －

菅野戸呂 0 － － － － － － － － － － － －

菅北浦１～５丁目 8 － － － － 5 － 1 － 1 － － 1
菅城下 2 － － － － 1 － － － － － 1 －

菅仙谷１～４丁目 0 － － － － － － － － － － － －

中野島 0 － － － － － － － － － － － －

中野島１～６丁目 3 － － 1 2 － － － － － － － －

布田 0 － － － － － － － － － － － －

生田１丁目 1 － － － － － － － － － － － 1
宿河原１～７丁目 2 1 － － － 1 － － － － － － －

長尾１～７丁目 2 － － － － － － － 1 － 1 － －

堰１～３丁目 0 － － － － － － － － － － － －

生田５～７丁目 1 － 1 － － － － － － － － － －

三田１～５丁目 2 － － － － － － － － － － － 2
栗谷１～４丁目 0 － － － － － － － － － － － －

南生田１～８丁目 1 － － － － － － － － 1 － － －

西生田１～５丁目 0 － － － － － － － － － － － －

寺尾台１,２丁目 0 － － － － － － － － － － － －

長沢１～４丁目 1 － － － － － － － － － － － 1

合   計

本

署

管

内

菅

出

張

所

管

内

宿

 
河

 
原

出

張

所

管

内

栗

谷

出

張

所

管

内

12

町 名 別 火 災 発 生 状 況

（令和３年中）

　　　　　　　      　月 別
 町 名 別 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
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火 災 件 数 焼損床面積 焼損表面積 損　害　額 死　者

（件) (㎡) (㎡) (千円) (人)

川崎市 331 2.21 3,283 220 307,863 11

多摩区 43 2.08 352 40 13,833 5

川崎市 324 2.16 2578 653 265,805 13

多摩区 35 1.67 199 17 12,163 1

川崎市 328 2.14 17,601 457 1,251,838 5

多摩区 35 1.59 125 36 5,026 0

川崎市 326 2.12 4,334 414 229,646 8

多摩区 34 1.53 218 15 8,064 3

川崎市 363 2.36 1,995 534 143,463 11

多摩区 42 1.97 201 40 2,822 2

令和
２年

令和
３年

※出火率：火災件数÷人口×１万（１万人当たりの出火件数）

５ 年 間 の 火 災 統 計

     　　　　 項 目
　
年 別

出 火 率

平成
２９年

平成
３０年

令和
元年

22



火災件数
（件）

放　火 こんろ たばこ 電気 ストーブ

331 88 64 59 40 12
26.6% 19.3% 17.8% 12.1% 3.6%
放　火 たばこ こんろ 電気 ストーブ

43 15 9 6 2 2
34.9% 20.9% 14.0% 4.7% 4.7%
たばこ 放　火 こんろ 配線器具 電気機器

324 59 55 44 22 21
18.2% 17.0% 13.6% 6.8% 6.5%
放　火 たばこ こんろ 電気 ストーブ

35 11 8 4 3 2
31.4% 22.9% 11.4% 8.7% 5.7%
たばこ 放　火 こんろ 電灯・電話等

の配線 電気機器

328 56 43 34 27 24
17.1% 13.1% 10.4% 8.2% 7.3%
たばこ 放　火 こんろ 電灯・電話等

の配線 配線器具

35 8 8 7 3 3
22.9% 22.9% 20.0% 8.6% 8.6%
放　火 たばこ こんろ 電気機器 電灯・電話等

の配線

326 67 49 48 32 18
20.6% 15.0% 14.7% 9.8% 5.5%
放　火 電気機器 電灯・電話等

の配線 たばこ こんろ

34 10 4 4 3 3
29.4% 11.8% 11.8% 8.8% 8.8%
放火 たばこ こんろ 電気機器 電灯・電話等

の配線

363 71 51 32 32 26
19.6% 14.0% 8.8% 8.8% 7.2%
放火 たばこ こんろ 電灯・電話等

の配線 ストーブ

42 14 5 4 4 3
33.3% 11.9% 9.5% 9.5% 7.1%

令和
３年

川崎市

多摩区

令和
元年

川崎市

多摩区

令和
２年

川崎市

多摩区

平成
２９年

川崎市

多摩区

平成
３０年

川崎市

多摩区

５ 年 間 の 主 な 火 災 原 因

 　　　　　 項 目
年 別 １ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位
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合 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8,651 657 579 641 697 670 672 882 984 686 686 709 788

6,029 448 374 448 481 474 474 628 721 504 476 486 515

434 31 32 30 46 26 39 45 35 26 48 32 44

1,281 104 104 97 89 99 79 119 108 105 106 123 148

38 5 1 4 3 2 4 2 4 3 4 1 5

120 12 9 9 12 10 12 13 9 10 8 9 7

34 5 4 2 5 0 4 4 5 0 3 1 1

41 0 0 5 4 7 2 6 1 1 2 6 7

18 1 2 1 2 3 1 0 3 3 0 0 2

3 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

転 院 386 34 29 27 30 26 37 38 71 15 23 29 27

医 師 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

資 材 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 263 16 24 18 25 21 18 27 25 19 16 22 32

救 急 出 場 件 数 ・ 搬 送 人 員

（令和３年中）

区　　分 出 場 件 数 搬 送 人 員 不 搬 送 件 数

川 崎 市 69,878 57,835 12,231

多 摩 区 8,651 7,067 1,610

多 摩 救 急 隊 2,496 2,031 476

宿 河 原 救 急 隊 2,016 1,675 347

　　　　月
種別

菅 救 急 隊 2,219 1,812 412

栗 谷 救 急 隊 1,920 1,549 375

救 急 事 故 別 ・ 月 別 出 場 件 数

（令和３年中）

そ
　
の
　
他

合 計

急 病

交 通 事 故

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

労 働 災 害

運 動 競 技

火 災

水 難 事 故

自 然 災 害
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転 院 その
他

計 7,068 5 1 0 370 30 42 1,126 24 92 4,989 386 3
男 3,625 4 0 0 220 27 32 502 15 25 2,593 205 2
女 3,443 1 1 0 150 3 10 624 9 67 2,396 181 1
計 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 16 0
男 10 － － － － － － － － － 2 8 －

女 10 － － － － － － － － － 2 8 －

計 359 0 0 0 12 0 0 92 1 1 234 19 0
男 213 － － － 8 － － 51 1 1 143 9 －

女 146 － － － 4 － － 41 － － 91 10 －

計 92 0 0 0 16 0 4 34 0 1 34 3 0
男 55 － － － 12 － 3 20 － － 19 1 －

女 37 － － － 4 － 1 14 － 1 15 2 －

計 108 0 0 0 17 0 18 17 0 4 49 3 0
男 64 － － － 9 － 14 11 － － 27 3 －

女 44 － － － 8 － 4 6 － 4 22 － －

計 749 1 0 0 82 2 17 37 4 31 555 19 1
男 354 1 － － 58 2 12 21 3 9 238 9 1
女 395 － － － 24 － 5 16 1 22 317 10 －

計 474 0 0 0 36 7 1 33 8 19 331 38 1
男 232 － － － 22 7 1 20 6 6 156 13 1
女 242 － － － 14 － － 13 2 13 175 25 －

計 1,415 3 0 0 121 13 1 136 8 29 1,007 97 0
男 898 3 － － 77 11 1 77 4 8 648 69 －

女 517 0 － － 44 2 － 59 4 21 359 28 －

計 328 0 1 0 24 3 0 48 2 3 222 25 0
男 197 － － － 10 2 － 29 1 － 138 17 －

女 131 － 1 － 14 1 － 19 1 3 84 8 －

計 1,201 1 0 0 38 3 0 210 1 4 880 64 0
男 676 － － － 15 3 － 110 － 1 511 36 －

女 525 1 － － 23 － － 100 1 3 369 28 －

計 2,322 0 0 0 24 2 1 519 0 0 1,673 102 1
男 926 － － － 9 2 1 163 － － 711 40 －

女 1,396 － － － 15 － － 356 － － 962 62 1

そ　　の　　他 0 0 0

重　　　　　症 514 299 215
死　　　　　亡 54 26 28

軽　　　　　症 3,634 1,851 1,783
中　　等　　症 2,866 1,449 1,417

　　　　　　　　   　　 性 別
　区 分 合　　　計 男 女

合　　　　　計 7,068 3,625 3,443

（令和３年中）

新 生 児
(生後２８日以内)

７ 歳 未 満
(新生児を除く)

７歳～１２歳

１３歳～１７歳

１８歳～３０歳

３１歳～４０歳

４１歳～６４歳

６５歳～６９歳

７０歳～７９歳

８０歳以上

等 症 別 ・ 男 女 別 搬 送 状 況

合　　計

年 齢 別 搬 送 状 況

（令和３年中）

       　　事 故 種 別
　
 年 齢 別

合 計 火 災 自然
災害

水難
事故

交通
事故

労働
災害
事故

運動
競技
事故

一般
負傷

加 害 自損
行為

急 病
そ の 他
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175 1 2 4 2

159 1 2 4 2 4 12 11 123

9 1 2 4 2 － － － －

13 － － － － － － － 13

2 － － － － － － － 2

小 計 90 0 0 0 0 2 8 7 73

分 団 本 部 10 － － － － 2 8 － －

菅 班 20 － － － － － － 2 18

中 野 島 班 14 － － － － － － 1 13

登 戸 班 18 － － － － － － 2 16

宿河原・堰班 14 － － － － － － 1 13

長 尾 班 14 － － － － － － 1 13

小 計 45 0 0 0 0 2 4 4 35

分 団 本 部 6 － － － － 2 4 － －

東 生 田 班 13 － － － － － － 1 12

中央生田班 9 － － － － － － 1 8

長 沢 班 11 － － － － － － 1 10

大 作 班 6 － － － － － － 1 5

多 摩 消 防 団 の 定 員 ・ 現 員

（令和４年４月１日現在）

　　　　　署 所 別

　
区　分

合

計

団

　
長

副

団

長

本

団

部

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

女 性 消 防 団

稲
　
田
　
分
　
団

生
　
田
　
分
　
団

班

長

団

員

定 員 166

現 員

団 本 部

機 能 別 団 員
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敷 地 面 積 建 築 面 積

（㎡） （㎡）

菅　 班
菅

5-10-1 昭和60年3月 107.35 鉄骨造２階 60.75

中野島班
中野島
2-5-1 平成2年1月 87.67 鉄骨造２階 63.83

登 戸 班
登戸

1265-12 平成10年12月 115.50 鉄骨造２階 66.00

宿 河 原
・

堰 班

宿河原
3-12-11 昭和55年10月 町内会館

敷地内

鉄筋コンク
リート造
２階

町内会館
１階
31.59

長 尾 班
長尾
7-2-1 昭和58年11月 80.94 鉄骨造２階 48.76

東生田班
枡形

3-2-17 平成26年8月 51.24 鉄骨造２階 32.03

中央生田班
生田

7-16-1 令和3年6月 生田出張所
敷地内

鉄骨造３階
 生田出張所

１階70.0

長 沢 班
長沢
4-10 平成元年3月 123.69 鉄骨造２階 53.67

大 作 班
西生田
2-12-4 昭和62年2月 105.78 鉄骨造２階 61.64

稲
 
田
 
分
 
団

生
 
田
 
分
 
団

多 摩 消 防 団 器 具 置 場 の 状 況

（令和４年４月１日現在）

分
団
名

班　　名 所 在 地
建　　築
年 月 日

建 築 物 の 概 要

規模・階数
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分
団
名

班　名 車 両 等 社　　名 年　式 登 録 番 号 備　考

菅  班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
ラビット

シバウラ防災
製作所

Ｈ２３ 川崎800す424
備 品
付 属

中野島班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
トーハツ

富士ロビン
Ｈ２２ 川崎800す146

備 品
付 属

登 戸 班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
トーハツ

富士ロビン
Ｈ２１ 川崎800さ9715

備 品
付 属

宿 河 原
・

堰 班

積載車
小型動力ポンプ

ニッサン
ラビット

富士ロビン
Ｈ２３ 川崎800す425

備 品
付 属

長 尾 班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
ラビット

富士ロビン
Ｈ２３ 川崎800す426

備 品
付 属

東生田班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
トーハツ

マキタ沼津
Ｈ１９ 川崎800さ8641

備 品
付 属

中央生田班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
トーハツ

富士ロビン
Ｈ２１ 川崎800さ9716

備 品
付 属

長 沢 班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
ラビット

富士ロビン
Ｈ２３ 川崎800す427

備 品
付 属

大 作 班
積載車

小型動力ポンプ

ニッサン
トーハツ

富士ロビン
Ｈ２２ 川崎800す147

備 品
付 属

稲
 
田
 
分
 
団

生
 
田
 
分
 
団

多 摩 消 防 団 消 防 車 両 等 の 配 置 状 況
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消　防　監 村 上 治 三 郎

（予防担当課長〔消防団〕）

（区役所担当課長〔危機管理〕）

〃 菅 原 憲 一

消 防 司 令 阪 田 歩

〃 後 藤 義 文

〃 清 水 慶 太

〃 石 井 徹 治

消 防 司 令 長 西 村 崇

〃 落 合 真 一

消 防 司 令 笹 沢 和 善

〃 小 林 憲 之

〃 田 中 浩 一

〃 田 中 総

〃 大 坂 晋 一

〃 長 谷 川 学

消 防 司 令 長 青 木 智 之

消 防 司 令 寶 田 昌 晴

〃 樋 上 貴 亮

〃 塩 川 俊 博

〃 芝 悠 介

〃 庭 田 誠

〃 三 浦 光 司

宿 河 原 出 張 所 長

栗 谷 出 張 所 長

課　　　長

栗 谷 出 張 所 長

警　防　係　長

調　査　係　長

救　急　係　長

菅　出　張　所　長

宿 河 原 出 張 所 長

課　　　長

警　防　係　長

調　査　係　長

救　急　係　長

菅　出　張　所　長

警
　
防
　
第
　
1
　
課

警
　
防
　
第
　
２
　
課

多 摩 消 防 署 役 職 者 名 簿

（令和４年４月１日現在）

署　　　長

予
 
防
 
課

担 当 課 長（ 警 防 統 括 担 当 ）

消 防 司 令 長 風 間 昭 一副 署 長

予　防　課　長

庶　務　係　長

消 防 団 ・ 防 災 支 援 係 長

予　防　係　長

危 険 物 ・ 査 察 係 長
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団　　　長 増 田 朝 光

副　団　長 井 口 保

〃 井 田 久

庶 務 部 長 吉 澤 偉 臣

警 護 部 長 石 川 秀 明

消 防 部 長 木 幡 義 幸

広 報 部 長 遠 藤 厳 留

分　団　長 手 塚 貴 久

副 分 団 長 大 貫 欽 也

〃 田 村 賢 太 郎

分 団 部 長 吉 澤 久 裕

〃 榎 田 良 光

〃 新 井 隆 久

〃 淺 谷 武

〃 森 田 博 史

〃 早 坂 新 吾

〃 細 田 知 良

〃 安 藤 了

分　団　長 漆 原 英 樹

副 分 団 長 藤 井 修 二

〃 田 中 雅 之

分 団 部 長 佐 藤 直 孝

〃 古 谷 典 久

〃 松 澤 直 人

〃 山 下 洋 平

多 摩 消 防 団 役 員 名 簿

（令和４年４月１日現在）

（ 本　団 ）

（ 稲 田 分 団 ）

（ 生 田 分 団 ）
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会　　長 岸 井 洋 一

副 会 長 末 吉 一 夫

〃 増 田 朝 光

〃 吉 田 輝 久

会　　計 田 口 吉 男

〃 齊 藤 達 雄

監　　事 山 崎 由 美 子

〃 井 上 佶

総　　務 田 代 智 昭

〃 玉 井 信 重

〃 井 口 保

〃 井 田 久

〃 井 田 良 一

会　　長 増 田 隆

副 会 長 井 上 曉

〃 西 一 徳

〃 田 代 智 昭

監　　事 鈴 木 幸 司

〃 場 八 重 子

会　　計 石 橋 達 哉

各 種 協 力 団 体 役 員 名 簿

（令和４年８月１日現在）

多 摩 防 火 協 会

多 摩 消 防 研 究 会

𠮷
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委　員　長 内 山 明 彦

副 委 員 長 板 谷 越 幸 一

監　　　事 山 本 哲 央

〃 小 野 寺 徹 夫

理事 大 熊 重 雄

〃 伊 澤 昌 洋

〃 熱 方 幸 恵

〃 中 原 博 明

〃 渡 邊 翼

〃 木 村 徹

〃 山 本 勇 樹

委　員　長 田 中 輝 夫

副 委 員 長 並 木 由 喜 子

〃 関 正 義

〃 遠 藤 清

〃 石 垣 正 吉

〃 長 谷 川 公 子

会　　　計 内 丸 信 代

〃 高 橋 晃

監　　　事 津 留 崎 公 夫

〃 大 内 田 も と 子

委　員　長 田 口 吉 男

副 委 員 長 田 村 章

〃 齋 藤 明 廣

〃 山 田 茂

多 摩 地 区 少 年 消 防 ク ラ ブ 運 営 委 員 会

多 摩 消 防 ボ ラ ン テ ィ ア 委 員 会 

多 摩 区 消 防 ま ち か ど 連 絡 所 連 絡 委 員 会
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発 行 令 和 ４ 年 ８ 月
川 崎 市 多 摩 消 防 署

電 話 ０４４−９３３−０１１９
F A X ０４４−９２２−８１６１
電子メール 84tamayo@city.kawasaki.jp

注意 平成１７年４月１日の個人情報保護法施行及び川崎市個人情報保護条例の
一部改正に伴い、個人情報の取り扱いには十分注意してください。

多摩消防署予防課予防係

mailto:84tamayo@city.kawasaki.jp
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